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出席者：（委員）石井会長・鈴木副会長・高橋委員・長谷川委員・山本委員 

・伊東委員・見上委員・竹内委員・井関委員 

    （市）高橋部長・阿部課長・長尾主査・三好主査・塚崎主任・志村主事 

 

傍聴者：0 名 

 

１ 開会 

〇事務局  それでは、定刻となりましたので、ただいまから第３回クリーン北広島推進審

議会を開催させていただきます。 

      議事に入ります前に、報告と連絡事項をお知らせいたします。 

まず本日の審議会ですが、委員定数１０名のところ、木原委員が欠席、伊東委

員が遅れての参加と報告を受けておりますので、出席者が８名となり、北広島市

廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２条第５項の規定により会議が

成立していることを報告します。 

      次に、連絡事項として、本日の審議会も、議事録作成のため、これまでと同様

に録音を行いますので、発言の際には会長に発言を求め、指名されましたらボタ

ンを押してランプが点灯していることを確認して、発言されますようお願いい

たします。 

      それでは、条例施行規則第２条第６項の規定に基づき、以後の進行を石井会長

にお願いしたいと思います。石井会長よろしくお願いします。 

 

２ 議事 

○会 長  はい、ありがとうございます。今日、傍聴希望者はいますか。いないです

ね。それでは議事次第の（1）番、第 2 回クリーン北広島推進審議会の表決書

について前回書面でやらせていただきましたので、それについてご説明をお願

いいたします。 

 

〇事務局 

 

     表決書の内容について説明 

 

○会 長  ありがとうございました。非常に丁寧な説明ありがとうございます。前回は

書面会議でしたので、こういった形で意見と要望と市の回答で整理させていた

だきました。上の方からまず、報告事項の 1 とか、報告事項の 2 のあたりから

いきましょうか。 

私からちょっと補足説明しますけども、報告事項 1 のボールパーク開業を契
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機にということで、一般廃棄物処理基本計画は基本的には 5 年ごとに必ず見直

すことになっていまして、必要に応じて 5 年が 4 年になることもあります。必

要に応じてやることになっていますので、その時の人口予測だとか都市の開発

状況に基づいて作ることになっています。残念ながら今の段階では出来ないの

は致し方ない気がいたします。 

それから報告事項の 2 で資源ごみでなくて資源と表記するっていうことで、

これ本当にもっともなご意見で、やっぱり発災時であっても、何でも埋立て、

何でも燃やせばいいというものではなくて、発災時であっても資源化できるも

のはできるだけしようというのが今の大きな流れでございます。表記にこだわ

らず、資源化はしていただきたいと思います。 

それからやっぱり災害発生時に適正な分別ができるように平時の周知方法

と、発災直後の周知が重要です。早く片づけたいとか、早く復旧したい気持ち

があるのは理解出来ますし、そのとおりですけど、まずは腐る物から出すだと

か一時保管所の体制が出来てからやったほうがいいです。公園のわきに仮の仮

置場みたいなものを地域の人がどんどん作ってしまう傾向があります。それを

やってしまうと後から大変ですし、むしろ遅くなることもあります。 

それから避難所ごみの発生量についてご指摘がありましたけども、582ｇ/

人・日よりも多くなると思われるということで、その下の他の避難所の事例な

どから現実的な数値を得られないだろうかってことに関しては、回答がこれに

直接答える形ではないですけれども、一応環境省が出している災害廃棄物対策

指針に関しては、過去の事例に基づいて原単位を考慮しているということで

す。ただ北海道なのか違う地方なのかとか、季節とかは、必ずしもデータが十

分じゃありませんので、あくまでもこれ位の目安で今やっているということを

ご理解いただければと思います。 

それからマンホールトイレに関して、下水処理場につながっている既存のマ

ンホールを使うと非常に便利な場合があるということが一つのメリットかなと

思いますが、北広島市はもともと汚水管と雨水管が別々の分離方式をとってい

ると僕は認識していますので、既存のマンホールを使うと雨水として流れてい

ってしまいます。それはちょっと配慮が必要かなという気がします。ただ、明

らかに避難所のところだとかは、トイレの設置が足りなくなると見込まれるわ

けであって、そういうところは事前に準備をするということで、仮設のマンホ

ールを作っておくだとか、あるいはそこにこれぐらいのコンポストトイレを置

くことも考えていけばいいのかなという気がいたします。大体私からコメント

はこれぐらいです。皆さんよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

次に審議事項 1 についてですね、広域化に伴う分別区分の変更と収集運搬体

制の構築についてはいかがでしょうか。この回答では納得がいかないだとか、
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大丈夫ですか。 

○委員 A  広域化に伴って町内会に周知徹底していく。これがやっぱり 1 番です。まし

て今回は今までとガラッと変わっていくわけですよね。収集日だとかをきちっ

と周知徹底していくことが 1 番問題かなと思います。色々工夫して説明会とか

広報だとか冊子だとかで周知していくでしょうけども、やっぱり高齢者が多い

ですから、きちっと目で見て説明しなければ、なるほどとはならないと思いま

す。ですからやっぱり工夫も必要かと思います。ただ堅い話じゃなくて、ゲー

ム感覚的な目で見て、これをこういうふうに分けて、こっちが資源っていう物

で、徹底していく必要もあるのかなと感じます。よく学校でも、算数は頭でな

くて物で見て 10 は 10 の塊って目で見て教えていくと脳に刺激があって理解し

やすいって言います。そういったことも必要なのかと思います。今回の変更点

について理解してもらえれば大変楽ですが、長年習慣になっていますので、そ

こら辺がこれからの問題かなと思っています。 

○会 長  はい。ありがとうございます。事前の北広島市と私の打ち合わせの中でもそ

の辺の話が一番盛り上がりまして、とにかく今までのやり方でない、いろんな

方法をやっていきたいですよね。ただ町内会で説明会やって広報配るだけじゃ

なくて、今日動画って話もありましたし、今ゲームって話もいただきました。

それからアプリもどんどん予算要求をして、これからこういったものも使える

と思います。それから市の職員の方が、毎週毎週、人海戦術で説明会やるのも

作戦ですけど、これまた大変なことですよね。やっぱり市民の協力といいます

か、年寄りの方に「こうだよ、ああだよ」って言うのが、町内会の方に協力し

てやってもらうだとか、あるいは市民団体の方に助けていただくだとか、そう

いったことをやらないと何でも市の人ばっかりに頼っていくっていうのも大変

かなという気もしますので、是非とも皆さん協力していただけるよう私からも

お願いしたいと思います。それからいいアイデアがあったら言っていただけれ

ばと思います。例えば、リサイクルの集積場のところに分別変わりますよって

張り紙を貼るだとか、あるいは市の駅のところで何かアピールは出来ないのか

とか、あるいは買物で皆さん行くところで周知徹底が出来ないのかとか、でき

るだけ簡単な方法って言ったらいいですけども、違ったやり方で、町内会の説

明会をたくさん増やすっていうだけっていうのは、あんまり意味ないと思いま

すよ。やり方をどんどん変えた方がいいと思います。そういった形で皆さんか

らも、まだ時間ありますので、工夫いただければ、というふうに思ったところ

です。 

○委員 A  市が説明すると、市と市民になりますが、その間に市民の分別とか、ごみに

対する理解を深めるチームみたいものは作れないでしょうか。各連合か町内会

に必ずそういう担当の人がいて、そういう人に集まってもらって、まずその人
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たちに理解してもらって、地域のリーダーになってもらうと地域の市民グルー

プでどんどん理解が深まっていくと思います。なんでも市と市民の直結より

も、中間の住民を育てるっていうか、そういうことも大事かなと思います。 

○会 長  おっしゃるとおりですね、今思ったのは、そういう方々に集まってもらって

例えばワークショップ的に彼らに自分たちで「これはどうなの？あれはどうな

の？」っていう疑問を話し合ってもらって「これはこうじゃない？ああじゃな

い？」とか、それでも分からないことがあったらその場で市の方に聞いて、

「これはこっちですね、これはこの分別ですね」だとか、そんな形で彼ら自身

に、そういった中間層の方がもしいらっしゃって、そういった方に協力してい

ただけるのであれば、そういった方々に集まってもらって話し合いをしてもら

えると、理解も変わるし、「うちの町内会ではああやっていますよ、こうやっ

ていますよ」っていうことも、ノウハウとして、良いやり方が広がる。あるい

は「うちはこうなんだよね」と課題を共有し合うといいますか、そのようなこ

ともできるのかなと思いました。すごくいいアイデアだと思います。ぜひとも

検討していただければと思います。 

○委員 B  現実に私は自治会の環境部っていう部で、ごみステーションをチェックして

歩いています。役員会の中で今、プラスチックごみがすごく多い場所があって

住民の方からステーション増やしてほしいっていう要望がありますけど、新た

にっていうのはなかなか作れないです。やっぱりごみってみんな嫌がるので、

狭いところでもネットとかそういう工夫はしていますけど、やはり難しい問題

です。ただ役員会の中で、広報とか、新聞でも北広はごみ処理の広域化が始ま

るということが伝えられていますので、役員会の中でもお話しさせていただき

ました。新聞等で、広域化が始まると書いてあるので、ステーションを増やす

ことはしなくてもいいのではないか、現状をもうちょっとどうにかクリアする

ように町内会で頑張りましょうって感じで回答しました。広域化の開始時期が

新聞に載っていますけど、いつからどうなるって意外に知っているようで知ら

ないっていうか、もっと自治会に周知すべきだと思います。どういうふうに自

治会も動いていいのかわからないので、早めに行動をとって、役員の人だけで

も、こういう方向で変わりますよと、そうした提案っていうのも一ついいのか

なって思います。町内会に早めにこう変わるかもしれないので、そういう時は

町内会としてどういうふうに動きますか、動いていただけますかと聞いてもい

いのかなと思うこともありました。 

あともう 1 点が、私個人的に民生委員をさせていただいておりますが、市外

に住んでいるお嬢様から、お電話ありまして、ごみをお母さんがどういうふう

に出していいのか、高齢になったから出し方がわからなくなったってことで、

そこのお家に伺いました。傘とか 80 円シールを貼って捨てなければならない
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ですけど、どう捨てていいのかわからず青い袋を紐で巻いて、それで上へつけ

てありました。80 円シールですって指導してあげましたけど、娘さんにインタ

ーネットとか載っていますよとは言いましたが、なかなかお仕事なさっている

ので時間がありませんよね。この時に本当アプリは早急に作ってほしいと感じ

ました。スマホもお持ちだっていうので、そういうのができればすごく便利か

なって。市外でもお母さんに伝えられるっていうものが本当に必要なのかなと

感じます。そして今後認知症やお一人で暮らしている方もいらっしゃることが

考えられますので、そういう方に本当に現実に収集の曜日が変わるっていうこ

とをどうお話ししたらいいのかなと心配になります。そうなったらやっぱり自

分もしているものですから、民生委員の団体にも早めに教えてお年寄りの方に

一緒に動けるようにしていただけると助かるかなと、やっぱり民生委員の方も

お仕事して、他の方もそうですけど、少し早い段階で何かアドバイスができる

ように課題を振っていただけると、動き方っていうものも相談できるかなって

思いました。 

○会 長  ありがとうございました。町内会の周知、それから、民生委員さんも含めた

早めの周知があると見通しがつきやすいということですよね。その辺りいかが

ですか。大体今どれぐらいから周知を具体的に始めようだとか、あるいはそう

いった計画されているところを少し早めに小出しに情報って出せるようなもの

なのでしょうか。 

○事務局  はい、情報自体はある程度小出しに出していく必要はあると考えています。

今の計画ですと、説明会自体は令和 4 年から始める予定でいますので、令和 6

年の焼却処理開始に向けて、そういった部分も含めて、できる部分については

検討していきたいと考えています。 

○会 長  ありがとうございます。それから、ご高齢の方に向けて、札幌市では幾つか

厳しい基準がありまして、まず自分で出せなくなった、家族も駄目、町内会も

駄目ってなったら、最終的に市が戸別収集しますっていうさわやか収集という

のをやっていますけど、北広島市も同じようなシステムってありますよね。 

○事務局  庭先収集というサービスがあります。 

〇会 長  ですから、民生委員の方に関しては、なかなか民生委員の方一人に押しつけ

ちゃうのは大変ですし、町内会が何でもっていうのは良くないので、積極的に

そういった市の制度っていいますかね、相談といいますかね、してくださいっ

てことも含めて周知したほうがいいですよね。 

○委員 A  それとやっぱり学校教育というか、子どもたちの教育の面にもどんどん入っ

ていった方がいいのかなと思います。団体を通してっていうのもいいですけ

ど、北広島の場合は環境問題で、エコクッキングという授業を学校でやってい

ます。それから地球温暖化の標語だとかを募集してやっていますけど、その中
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でごみの問題についても、学校教育の中に入り込んでいったらいいのかなと思

います。例えばさっき会長がおっしゃったように、学校でもワークショップ形

式でいろんなものを置いて、可燃ごみに入るものなのか不燃ごみに入るものな

のかって子どもたちにもはっきり物で分別させていくっていう、学校の中に入

って資源を大切にしていくっていうことを何かの形で入り込んでいければいい

のかなと思います。 

○会 長  小学校や中学校って、結構年間行事ちゃんと決まっていて、急に言っても出

来ないです。なので、今ぐらいからもう市の中で関係するところとコミュニケ

ーションとっていただいて、令和 4 年から 2 年間かけて周知をしていく中で、

どっかのタイミングで、できれば令和 5 年ぐらいにそういった教育を含めてこ

う変わるよだとか、あるいは令和 6 年で始まった直後でもいいですよね。5 年

と 6 年どっちかそういったプログラムを、市として資料は用意するので、と言

いながら連携ができるといいですよね。それを機に温暖化も含め、カーボンニ

ュートラルも含めた環境のことを子どもたちにいっぺんに教えるといいます

か、全部っていうわけにはいかないとは思いますけども、そういったことをや

っていくということは大事かなって気がします。それから先ほど言い忘れまし

たけども、4 年から 2 年間でやるってことは、2 年目は少しやり方変えてもい

いと思いますよね。まず 1 年目は、町内会の中心的な環境部みたいな方だと

か、民生委員だとか、広めていける力のある方、中間層ぐらいの方を中心とし

たやり方を考える。町内会をむやみに回らない、逆にその人たちが集まるよう

なことを少しやっていくだとか、その人方の意見を聞きながら、2 年目に町内

会の説明だとかいろんなメディアを使った説明だとかっていう戦略を少し立て

ていくみたいな、この 2 年間をどういうふうに周知徹底するかっていう戦略っ

ていいますか、作戦といいますか、そういったものをこれから練ったらいいの

かなというふうに思いました。その他ございませんでしょうか。 

○委員 C  分別区分変更と、収集運搬体制、結局市民にこういうふうに体制が変更にな

りますよっていうことで周知されて、その理由がどうしても文章になるのかな

と、つまり働き方改革であるとか、多品種のものの選り分けに今時間がかかっ

ている現状などを理由として、文章で何行になるかわかりませんけれど、そう

するとなかなか市民は忙しいし、見落としてしまうっていうことがあると思う

ので、そういう広報も必要ですけど、Q＆A が言わばガス抜きになるっていう

か、2 日から 5 日って増えて、すごくデメリットが多いじゃないかっていう Q

に対して A として働き方改革という部分もあります、今現在、時間がかかって

いる選り分けがそこで単純化されます、みたいな A があると、すごく見やすい

っていう部分もあるので、そういうことも発信していただけたらと思います。 

○会 長  文章じゃ理解出来ませんよね。理屈っぽくても。やっぱり Q＆A で市民目
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線、誰でもこういうふうに疑問だよねってところからスタートするいい案だと

思います。それからやっぱりメリットを、ここにありますけど、メリットをし

っかりと言うってことも大事かなと思います。 

あとは、気になるところで裏面ですかね。本当にうまく生ごみの分別がちゃ

んといくのかだとか、あるいは色々コメントありますけども、やっぱりこれ一

長一短でやってみないとわかんないところもありますよね。そういう意味で、

やるって決めたのであれば、調査、検証をしていくっていう姿勢が大事かなと

いう気がいたしますね。やっぱりビフォーアフターで評価をして、どうだった

のかっていう、実際どう変わったのかっていうことですよね。やっぱりこれで

も駄目だったから、また違うこともやらなきゃいけない。それが手数料の見直

しかもわかりませんし、手数料の見直しも今後検討していくってことですの

で、どのタイミングでやるかということも含めて考えていけばいいかなと思い

ます。生ごみ手数料のインセンティブに関してはもう始まった当初から議題に

上がっていることですよね。なので、色々とことある毎に出てきますので、今

回、広域化が始まるということをきっかけに一度検討してみていただければと

思います。 

それから私から、先ほどの Q＆A に似ているかもしれませんが、ステーショ

ンを管理する方の負担が多くなるってコメントをいただいているようですけど

も、私は北広島市民でないものですから、どうステーションを管理する方の負

担が大きくなるのかが知りたいです。実際に誰が 1 番詳しいのかな、井関さん

詳しいのかな、ちょっと教えてほしいですけど、具体的にこれをやると今まで

こう大変だったものがもっと大変になるのか、いやこういうところで楽になり

ますよだとか、ちょっと何か現場感覚っていいますか、経験をちょっと教えて

いただきたいです。 

○委員 B  私のしている仕事はとにかくステーションをきれいにすることで、今の方が

きっと大変じゃないかなと思うところは、生ごみと普通ごみが一緒のステーシ

ョンで、最初の方は右左とピンクのごみと黄色いごみが分けられているけど、

少し時間が経つともう混ざってすごいことになっています。ごみステーション

の側にいらっしゃる方できれいに分けていただいている方もいらっしゃいま

す。必ず親切な方、ボランティアの方がいて、きれいにしてくださる方いらっ

しゃいますけど、でも中にはもうすごいステーションがあって、それを私たち

はどうにかしたいと思っています。色々啓発していますけども今回、生ごみと

可燃ごみが別の日になれば、そこの部分が楽になるかなって思います。今うち

は月・木曜日が排出日で、プラスチックが木曜日ですけども、働いている方、

お一人で暮らしている方、結構私の住んでいるとこは一戸建てのおうちが多い

ですけど、若い方もいらっしゃって、月曜日に全部ぼんと置いてそのまんまい
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っちゃう。本当は曜日が違うってことわかっているけど、ともかく 1 回で捨て

ようっていう気持ちがあると思います。そういうのが少し楽になるかなって、

今の方が啓発するのが大変かなって思っております。あと何かご質問していた

だけると回答できるかなと思います。 

○委員 A  井関さんは、実際に自分がやっているということで、個々にステーションを

管理する方の負担が多く云々ってありますけど、必ずしも町内会でステーショ

ンの管理者が居るわけではありません。居るところも衛生担当が全部を回るわ

けではなく、その周りのステーションをたまに見るとか、そういうことはあり

ますけども、各自治会の中で、ごみのことだけ担当する人はまずいないと思い

ます。ですから私はやっぱり各町内会にも責任を持ってもらう意味で、市で各

自治会に協力してもらえないかっていうことを投げかけてみるのはどうでしょ

うか。説明に行ったときに投げかけてみると、それが叶うかどうかわかりませ

んけど、投げかけることによって、じゃあそういうステーション管理の人で、

この役割の人はここも兼ねてってことになると町内会もすごく関心持ってくれ

るということで、どうでしょうかね。説明に行ったときにやっぱりそういうス

テーションの管理をしてくれる人が町内会にいると、すごくいいですよね。ス

テーションが何か所かありますけども、自分の家の前にあるところだけはやっ

ています。けど全部は難しくて、そういう人は、個人で自分の家の前にあるか

ら見てくれているだけのことで、全部町内会のステーションを管理しているか

っていうと、それは違います。だからここに書いてあるけど、負担が大きくな

るかならないかわからないですけども、もしこれを実施するのであれば町内会

に投げかけてみるのも一つかなと思います。 

〇会 長  市の方に聞きたいですが、どういうお願いの仕方というか、町内会で自発的

にそうやられているっていうのが現状でしょうかね。どうでしょうか。 

○事務局  町内会とか、自治会のごみステーションの管理のやり方ですけれども、各町

内会さん、自治会さんによって、かなり差があります。実質的にも、担い手さ

んが不足している団体ですとか、非常に個人の力によるところもあるかもしれ

ないですけども、精力的にやられている方ですとかがいらっしゃいます。市と

いたしましても、ごみステーションを作る際の補助とは別に定期的にごみステ

ーションの管理状況のご報告をいただくことに対しての支援といいますか、そ

ういった策もございまして、市内でも 100 弱ぐらいの町内会・自治会さんが、

その制度を活用して各ごみステーションを回って今の状況こうですよって情報

を市に提供していただいて、市でも例えば管理状態が悪いですよという町内会

自治会、ごみステーションがあるところは、そこのごみステーションを狙って

必要な対策を講じるっていうような方法を講じています。また、協力いただい

ている自治会・町内会さんの、直接の担当者さん、会長さんを中心に年に 1
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回、昨年度はコロナの影響で出来なかったですけれども、集まって意見交換会

という名称で、率直に腹を割ってといいますか、今こんなところで困っていま

すとか、今うちはこういうので良い兆候出ていますから皆さんも真似してくだ

さいですとか、そういったご意見をいただきながら進めている状況にございま

す。 

○会 長  なかなか強制は出来ないので協力してもらうってことですよね。一方で僕も

北広島市の、こういった立場で委員としてずっと前からやっていますけど、前

に議論があったのは町内会の方々も高齢になってきて、何でもかんでも町内会

単位で何だかこうやらなきゃいけないっていうのも、それも困った話だってい

うようなご意見も前に聞いたことがあるので、例えば今さっきごみステーショ

ン増やしたいっていう話があってね、僕は増やすか増やさないかはそれでいい

と思うのですけども、札幌市もやはり戸別収集は出来ないけれども、ご高齢の

方がたくさんいるようなところで、距離が長いということで、少し距離が短い

ところにごみステーションを増やした地域があります。やっぱりそこは評判良

かったですよ。なので、ひょっとして 2 回から 5 回になるってことで、距離が

長いってことで負担になることがあるのであれば、少しごみステーションの数

を増やすだとか、そういったことも、なかなか目の前に設置ってことは難しく

てごみステーション設置する場所は、一番ごみのいろんな苦情だとか課題が多

いですけどもね。でもやっぱりちょっとそんなことも頭の隅に入れながらごみ

ステーションの数も増えてもいいかなっていうぐらいの意識があってもいいの

かなと思いますけどね。 

○委員 B  現在、市の一部でグループ収集も行っています。ご近所の数件の方で、小さ

なボックスで、町内会の大きなステーションじゃなくてグループで回っていた

だいているところもあります。でもやっぱり昔からいらっしゃる方だったら途

中から入ってきたりすると、西の里も高齢化と若い方の入れ替わりで今もう大

変な状況っていうか、いいような悪いようなっていう感じで、次から次へと新

しい家が建っている状況です。その中でグループ収集っていうのが、ちょっと

出来ないっていうか、やっぱり知らない所にぽんと入るっていうのは難しいで

す。また、自分の家の前にそのグループ収集のネット等を置くのが嫌だとか、

いろんな課題があって町内会でも悩みます。かといって古いステーションのと

こに新しい家が建つ、土地を売る、そしたら邪魔だから、土地が売れない、ど

かしてくださいとか、いろんな問題が出てきて、町内会も頭を抱えていますけ

ど、今入れ替わりがすごい状況です。これまで土地が広かったものですから、

分割して 2 棟建つ。だから、人口も増え、人口っていうか、住民が増えている

状況で、ごみの出し方とかいろんな面でもグループ収集は札幌でなさっている

ような感じかと思うのですけど、それも住民の方に振ってはいますけど、なか
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なかうんとは言っていただけない部分もあるので、今考査しています。以上で

す。 

○会 長  そんな時がなかなか大変でしょうね。 

○委員 D  ごみステーションのことで、今、お話があったのですけども、私はマンショ

ンに住んでいてよくわからないですけど、東共栄 2 丁目にエコ農園という生ご

み堆肥を使った畑をやっています。そこに行くと東共栄 2 丁目っていうのは、

かなり高齢化が進んでいて、エリアが広いです。見ていると結構な方が車でご

みステーションまでごみを持ってきて、それが入れ替わり立ち替わりしていま

すよ。これが週 2 回から週 5 回になった場合は、車で今、1 回 1 回運んでいる

人たちが、恐らくこれから高齢化に伴って車をやめてしまう人も出てくるかも

しれないし、あるいは歩いてくるっていう方はほとんどいないですね。今後週

2 回から 5 回ということになると、かなり負担になるのかなという気がいたし

まして、ごみステーションを複数の箇所設けるなど、何らかの形で町内会の人

たち、地域の人たちと、対応を検討していくということを今のうちから始めと

いたほうがいい気がしました。 

○会 長  はい、おっしゃるとおりで僕もそれ気にしていました。車でないと運べない

っていう方々はむしろ週 2 回の方がいいわけで、あると長距離歩いてこられる

方も、週 2 回なら我慢していたけども、軽くはなったとしてもやっぱり歩かな

きゃいけないのってなるので、少しその辺コミュニケーションをとって、どん

な形がいいのか考えなきゃいけないですね。 

○事務局  週 2 回、週 5 回の関係について、ごみステーションの位置も、町内会・自治

会さんによって、かなりばらつきがあろうことが前提ですけれども、週に 2 回

ですと、その 1 回についてのごみの量というのが比較すると大量になると、大

量がゆえに、両手で持っていくことが出来ないから車で持っていくということ

もあるのではないかなと考えております。週 5 回になったから、かける 5 倍の

労力というわけではなくて、少量のごみであれば歩いて持っていけるのかなと

いう方も、場合によってはいらっしゃるのかなとは思っております。なので、

週 2 回が 5 回になったから必ずしも負担というわけではなく、前向きな気持ち

で一応制度を検討してきているところではあります。 

○会 長  もちろん、今の意見はそういった制度に反対しているわけじゃなくて、そう

いう地域もあるので、そういった地域に対して何らかの対応をしてほしいって

意味ですよね。 

○事務局  距離的なところっていうのは、もしかしたら車を前提にされていて、離れて

いるっていうところがもしかしたらあるのかもしれません。総体的にごみステ

ーションの大きさが小さく済むような形にできるのであれば新たな敷地の候補

がもしかするとできるのかもしれないというところでは、広くケアできるとい
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いかなと思っております。 

○委員 A  私自身も昔はステーション近かったです。ですけど、空き地がなくなった

ら、みんなごみステーションずらしてくれって、自分の家の前には困るってい

うことで、だんだん遠くなっていき、数が減ってきました。そうしたら、足痛

いから今はそこまで、前だったら行けていましたけど、とっても遠く感じます

よね。ですから、本当に近くにあることが 1 番いいですけども、家の前にごみ

ステーションっていうのはやっぱり自分なら嫌だから、だんだんみんなに迷惑

かからないとこにずらしていく。私の夫がごみを投げるのですけどね、やっぱ

りたくさんごみがある時もあります。そういう時は車で出しに行ったりしてい

るので、ごみステーションがたくさんあればいいけれども、そういう周りの住

民のことも考えたら難しいですよね。ただ今度のごみの分別で量が少なくなっ

てきますね。そうすると、散歩がてら量が少ないから持っていけます。だから

そういう点ではすごくいいなと思っています。 

○委員 B  それに伴ってですね、やっぱり金銭っていうか補助金を確保してほしいで

す。町内会で心配するのは、この分別になって先ほどのグループ収集にしたい

って方もいらっしゃると思います。そうなったら、うちの町内会ばっかりでな

く、市全体の町内会でグループ収集を始めたいという方もいらっしゃると思い

ます。そうなると、例えば今 30 基予算つくっていう状況で、変わる時によそ

の町内会とかやったら、たくさんあって 30 基分ではなく、もっともっと増え

る可能性もありますよね。そこで、1 年 2 年ぐらいちょっと予算多くとってい

ただけないかなと思います。 

○会 長  例えば最初の 1 年間の説明会の時に、あるいは、これから 1 年間にコロナ渦

で大変だったかもしれませんけども、町内会の方とコミュニケーションする機

会が本年度もありますので、そういったところで少しサウンディングして、増

えそうならば今のうちから財政のほうと折衝するだとか、予算化みたいなこと

って可能ですか。 

○事務局  ごみステーションにつきましては、先ほどお話があったように場所をどこに

するか、大型のごみステーション 1 か所を複数に分けるとか、そういった運用

の仕方、それから先ほどお話あった経費的な支援ですが、その辺も含めて町内

会さんと話合い、コロナで去年は出来なかったですけども、話合いの場も設け

て意見を聞きながら、どのような支援ができるか、どのようにこちらの方から

働きかけできるかを検討していきたいと考えております。 

○委員 E  先ほどから回収が 2 日から 5 日、ごみ出しをする方またはステーションを管

理する方の負担が多くなりますというのは私が書きました。2 日から 5 日にな

るということで、高齢化が進む中で冬道に 5 日間歩いていくというのは、負担

になるなと、その後の収集員の働き方改革を推進することが大切だと思います
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っていう、大切な上での反対として、そこが負担になるということと、ごみ出

しをするのが 2 日から 5 日になるということで、ステーション管理っていうの

は、私の町内会では、以前は会長・副会長、またごみを収集するときの町内会

の 2 人くらいのボランティアさんっていう形で、数名で 4 か所のごみステーシ

ョンを回って、分別ごみに間違いがあると、それから取り出して持っていける

ように全部やっていました。なので、うちの町内会は余るごみがほとんどなく

て、そういう体制でしたが、町内会長さんが変わることによって、そこまでは

出来ないということで、当番制になりました。それで、この 2 日から 5 日にな

ると、当番が毎日出なきゃならない、ステーションを清掃する方の負担が多く

なるということで、これは当番なので、1 班から 6 班あり、1 班はどのように

するかとか、2 班はどのようにするか、班で決めますけれども、私の班は、回

覧版の順番どおり有無を言わさず、次々に回ってきます。そういうこともあり

まして、清掃車が行った後にごみが残っている場合は、今までは分別していた

けれども、それをなしにして、普通ごみ、ピンクの袋に入れて、次のときに出

せるように、そこに置いておいてくださいっていうそれだけのことですけれど

も。必ず、清掃車が行った後から夕方にかけては、見に行かなきゃいけないの

で、5 日間見に行かなければならないということで、負担が多くなりますが、

ということで、書いただけです。 

○会 長  そういったことも含めて各町内会の事情があって、なかなか全部の町内会に

とってパーフェクトな施策だとか案というのはないかもしれませんけども、い

ろんな対応といいますか、コミュニケーションをよくやっていただければなと

思いました。よろしくお願いします。その他よろしいでしょうか。 

○委員 A  各市民の皆さんへ周知徹底していく中で、ごみの分別だけでなく、ごみを減

らす工夫、これも一緒にやってもらいたいなと思います。いくらでも減らせる

と思います。例えば、今は紙コップだとかはマイカップを持って歩いたりして

います。意識のあるところは、ペットボトルだとか缶だとかじゃなくて、マイ

ボトルとか、みんな各自で意識をしています。生ごみもそうです。野菜は皮を

剥かないで食べる方が栄養もあるし、そういう意識もだんだん皆さん出てきて

います。だからごみっていうのは、出さない工夫をすることで無くなると思い

ます。あわせて、市民の皆さんにもそういうことを周知していくことが大切か

なと思いました。 

○会 長  おっしゃるとおりだと思います。これを機会に、本当は明日にでもやらなき

ゃいけないですね。その他いかがでしょうか。 

○委員 C  若い人などは、なかなか家庭菜園とかでコンポストを使用するといったケー

スがないですが、若い人には割と教育で、SDGs とかリサイクルとか、そうい

う話を学校で聞いているケースは多いと思います。ですから、はっきり具体的
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には言えないですけれども、家庭での小型コンポストみたいなものも商品とし

て結構あるようですから、そうした若い人たちの地球環境を守りたいという

SDGs にちょっと刺激を与えるような形で、そうした工夫、情報が与えられる

と、生ごみ、普通ごみと一緒に今まで捨てたけどちょっと考えようっていうよ

うな行動に変わる可能性もあるかなと思いました。 

○会 長  おっしゃるとおりですね。もうありとあらゆる年代に、それぞれにふさわし

いという言い方は変ですけど、考えていければなと思います。SDGs に関して

は北広島市に関しても、もう漏れなくいろんなところで取り込んでやられてい

ますよね。その他よろしいでしょうか。またもしありましたら、次の答申案の

ところで追加的にご意見いただければと思います。続いて 2 番目ですね、中間

答申案についてご説明をお願いいたします。 

 

〇事務局 

      

     中間答申案について説明 

      

○会 長  これが今のこのクリーン北広島推進審議会の二つある答申の中の一つという

ことで、前半戦は一つこれで区切りをつけましょうということですけども、い

かがでしょうか。この文章についてご質問、あるいは追加で要望みたいなもの

があったらお願いいたします。 

○委員 A  たいしたことないですけど、まとめのところでも収集の品目が少なくなるこ

とによって、ステーションまでごみも出しやすくなりますね。それはやっぱり

高齢者が助かりますよね。だから品目が少なくなることによって、自分でもス

テーションまで持っていくことができると思うので、どっかに高齢者っていう

文言を入れたらどんなもんでしょう。 

○会 長  高齢者じゃなくても、そうじゃない人にとっても楽になればいい、それでい

いのかなって気はします。高齢者だけではなくて、皆さんにとってメリットで

ありますし、1 世帯の人数も少なくなってきています。ごみの量も減ってくる

と生ごみをちゃんと分別された方は実感できると思いますけども、恐らく可燃

ごみは週 1 回で済みますよね。生ごみ 2 回出して可燃ごみ 1 回で済むはずです

よ。容器包装を別に出していれば。なので、多分そういう形で回数減ると思い

ますよね。若い方に聞いてみると若い方でも軽くなったらうれしいですよね。

皆同じだと思います。いかがでしょうか。もちろん先ほど議論させていただい

たことは直接この答申には書かれていませんけれども、これからの今後の検討

の中ではしっかりと議事録も残して活かされていくということであれば私はこ

んな感じでいいかなと思います。よろしいでしょうか。ありがとうございま
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す。では、本日出された意見をもとに、っていいますか、ほとんど意見は出ま

せんでしたので、私の方で中間答申を完成させて代表して私から市長に提出さ

せていただきたいと思います。そんな形でよろしいでしょうか。ありがとうご

ざいます。最後にその他事務局から何かございませんでしょうか。 

○事務局  それでは、最初に今回の中間答申につきましては、書面会議でご意見をいた

だくなど必ずしも十分な審議とならなかった部分もあったかもしれませんが、

本日まとめていただきましてありがとうございました。今後石井会長とは若干

の文言などの調整をさせていただくかもしれませんが、後日、会長から市長に

提出をいただくこととなりますのでよろしくお願いいたします。 

それから次に、次回の審議会の日程ですが、既にご連絡しております通り 11

月 12 日金曜日、午後 6 時からの開催でお願いをいたします。資料につきまし

ては、開催通知案内と一緒に事前に送付をさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。私からは以上でございます。 

○会 長  ちなみに次は、手数料でしたっけ。お金の話になりますので少しシビアな話

になるかもしれませんけど、ご協力のほどよろしくお願いいたします。最後に

その他ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。はい、ありがとうござ

います。これで第 3 回の審議会を終わりたいと思います。お疲れ様でした。 

 

 

《１９時４０分閉会》 

 

 


